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東京⻭科⼤学 卒業後アンケート
【主 旨】
本アンケートは、本学の卒業⽣を対象に卒業後のキャリア（就職

・進学）の状況の確認および卒業⽣が在学中に受けた教育内容やサービス
などについて良かった点や現在のキャリアに⽣かされているかどうかを
確認するものとして実施する。
また、⽣涯学修に関して、本学の教育内容やサービスについての要望に

ついても聴取を⾏う。

【対 象】
本学の卒業⽣



東京⻭科⼤学 卒業後アンケート
【実施時期】
毎年9⽉〜10⽉頃

【回収率】
別紙参照

【集計・結果】
対象者からのアンケートを集計し、⼤学における教育内容

やサービスの改善、教育⽬標の⾒直し、在学⽣が⾃分の進路
を考えるための参考資料などに活⽤する。



東京⻭科⼤学 卒業後アンケート
【質問項⽬】
１．現在の状況について、下記で該当するものに✔を⼊れてください。

また、✔を⼊れた項⽬内で、最も近いものに○を付けてください。

□ 臨床研修⻭科医 （ 本学附属施設 ／ 他施設 ）
□ ⼤学院⽣ （ 本学 ／ 他⼤学 ）
□ 専修科⽣ （ 本学 ／ 他⼤学 ）
□ 勤務医
□ 開業医
□ その他 （具体的に ）



東京⻭科⼤学 卒業後アンケート
【質問項⽬】

２．現在のキャリアにおいて本学の6年間における教育内容や
サービスを受けて良かった、役に⽴った点はありますか。

３．⽣涯学修について、本学における卒後の教育体制
（⼤学院、専修科⽣等）・教育内容・修学環境などに
ついてご要望がありますか。

４．その他、ご意⾒・ご要望があれば記⼊してください。



卒業後アンケート
（122期・123期）



卒業後アンケート（122期・123期）
【実施時期】

2018年9⽉に、第122期（2017年3⽉卒業）および
第123期（2018年3⽉卒業）の

卒業⽣に対して、調査を実施。



卒業後アンケート（122期・123期）結果



卒業後アンケート（122期・123期）結果
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回答数

質問２．現在のキャリアにおいて、本学の6年間における教育内容やサービスを
受けて良かった、役に⽴った点はありますか。

１）教育内容・⽅法

２）臨床実習、臨床系の講義・実習

３）⼿厚い教育指導

４）メンタル⾯のサポート（教員との良好なコミュニケーション）

５）グループ学修

６）コミュニケーション学の授業

７）厳しい学修・学⽣⽣活

８）⾃分の興味を知ることができた

９）臨床研修について熟考するゆとりがあった

10）勉強に集中できる環境

11）部活動を通じた交友関係



卒業後アンケート（122期・123期）結果
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回答数

質問３．⽣涯学修について、本学における卒後の教育体制（⼤学院、
専修科⽣等）・教育内容・修学環境などについてご要望がありますか。

１）卒業後の進路についての情報・説明会

２）臨床などのセミナー（オンライン利⽤含む）

３）修学環境

４）⼤学での給与等の処遇

５）育休等からの復帰⽀援研修

６）他施設の同級⽣とのつながり

質問４．その他、ご意⾒・ご要望があれば記⼊してください。

学⽣の時期にもっと臨床経験を積めるとよい。 5名



卒業後アンケート
（124期）



卒業後アンケート（124期）
【実施時期】

2019年9⽉に、第124期（2019年3⽉卒業）の
卒業⽣に対して、調査を実施。



卒業後アンケート（124期）結果



卒業後アンケート（124期）結果
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回答数

質問２．現在のキャリアにおいて、本学の6年間における教育内容やサービスを
受けて良かった、役に⽴った点はありますか。

１）教育内容・⽅法

２）臨床実習、臨床系の講義・実習

３）⼿厚い教育指導

４）メンタル⾯のサポート（教員との良好なコミュニケーション）

５）グループ学修

６）コミュニケーション学の授業

７）厳しい学修・学⽣⽣活

８）⾃分の興味を知ることができた

９）臨床研修について熟考するゆとりがあった

10）勉強に集中できる環境



卒業後アンケート（124期）結果
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回答数

質問３．⽣涯学修について、本学における卒後の教育体制（⼤学院、
専修科⽣等）・教育内容・修学環境などについてご要望がありますか。

１）卒業後の進路についての情報・説明会
２）臨床などのセミナー（オンライン利⽤含む）
３）修学環境
４）⼤学での給与等の処遇
５）育休等からの復帰⽀援研修
６）他施設の同級⽣とのつながり
７）卒業後における⼤学からの情報提供
８）海外における学びの場

質問４．その他、ご意⾒・ご要望があれば記⼊してください。

学⽣の時期にもっと臨床経験を積めるとよい。 2名
図書館の利⽤時間（利⽤時間の延⻑） 1名



卒業後アンケート
（125期）



卒業後アンケート（125期）
【実施時期】

2020年10⽉に、主に第125期（2020年3⽉卒業）の
卒業⽣に対して、調査を実施。



卒業後アンケート（125期）結果



卒業後アンケート（125期）結果
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質問２−①．本学の「第1学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）教養科目（文系）

２）教養科目（理系）

３）教養科目（実習系）

４）歯科医学に関する科目

５）コミュニケーション教育

６）勉強の仕方・方法
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回答数

質問２−②．本学の「第2学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習）

２）教養科目



卒業後アンケート（125期）結果
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回答数

質問２−③．本学の「第3学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習）

２）臨床系科目（講義・実習）

３）授業の実習そのもの

４）勉強の仕方・方法
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回答数

質問２−④．本学の「第4学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床系科目（講義・実習）

２）隣接医学

３）授業の実習そのもの

４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法



卒業後アンケート（125期）結果
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回答数

質問２−⑤．本学の「第5学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床実習

２）プログレス期間

３）勉強の仕方・方法
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回答数

質問２−⑥．本学の「第6学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）総合講義

２）メンタル面のサポート（教員との良好なコミュニケーション）

３）グループ学修

４）プログレス期間

５）その他（修学環境）



卒業後アンケート（125期）結果
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回答数

質問３．⽣涯学修について、本学の卒後の教育体制（⼤学院、専修科⽣
等）、教育内容、修学環境への要望

１）卒業後の進路についての情報・説明会

２）臨床などのセミナー（オンライン利⽤）

３）修学環境

４）⼤学での給与等の処遇

５）育休等からの復帰⽀援研修

６）他施設の同級⽣とのつながり

７）卒業後における⼤学からの情報提供



卒業後アンケート（126期）
【実施時期】

2021年10⽉に、主に第126期（2021年3⽉卒業）の
卒業⽣に対して、調査を実施。



卒業後アンケート（126期）結果



卒業後アンケート（126期）結果
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質問３−①．本学の「第1学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）教養科目（文系） ２）教養科目（理系）

３）教養科目（実習系） ４）歯科医学に関する科目

５）コミュニケーション教育 ６）勉強の仕方・方法

７）その他（セミナー、補習）

23 1 1
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1

質問３−②．本学の「第2学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習）

２）教養科目

３）勉強の仕方・方法



卒業後アンケート（126期）結果
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質問３−③．本学の「第3学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習） ２）臨床系科目（講義・実習）

３）授業の実習そのもの ４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法 ６）その他
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1

質問４−④．本学の「第4学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床系科目（講義・実習） ２）隣接医学

３）授業の実習そのもの ４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法 ６）その他



卒業後アンケート（126期）結果
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回答数

質問３−⑤．本学の「第5学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床実習

２）勉強の仕方・方法

３）その他
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回答数

質問３−⑥．本学の「第6学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）総合講義

２）メンタル面のサポート（教員との良好なコミュニケーション）

３）グループ学修

４）プログレス期間

５）その他



卒業後アンケート（126期）結果
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1

質問４．⽣涯学修について、本学の卒後の教育体制（⼤学院、専修科⽣等）、
教育内容、修学環境への要望

１）卒業後の進路についての情報・説明会

２）臨床などのセミナー（オンライン利用）

３）修学環境

４）大学での給与等の処遇

５）育休等からの復帰支援研修

６）他施設の同級生とのつながり

７）卒業後における大学からの情報提供

８）海外における学びの場

５．その他、ご意⾒・ご要望があれば
記⼊してください。

・他学部との学術的な講義やセミナー、
研究をしてみたい。



卒業後アンケート（125〜127期）
【実施時期】

2022年9⽉に、主に第127期（2022年3⽉卒業）の
卒業⽣に対して、調査を実施。
同時期に、卒後2年、3年⽬（第125期、126期）の
卒業⽣（現在、本学の⼤学院⽣など）にも対象に実施。



卒業後アンケート 結果



卒業後アンケート（125〜127期）結果
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質問１−①．本学の「第1学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）教養科目（文系） ２）教養科目（理系）

３）教養科目（実習系） ４）歯科医学に関する科目

５）コミュニケーション教育 ６）勉強の仕方・方法

７）その他（セミナー、補習） ８）全項目
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質問１−②．本学の「第2学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習）

２）教養科目

３）勉強の仕方・方法



卒業後アンケート（125〜127期）結果
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質問１−③．本学の「第3学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習） ２）臨床系科目（講義・実習）

３）授業の実習そのもの ４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法 ６）その他
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質問１−④．本学の「第4学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床系科目（講義・実習） ２）隣接医学

３）授業の実習そのもの ４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法 ６）その他



卒業後アンケート（125〜127期）結果
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質問１−⑤．本学の「第5学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床実習

２）勉強の仕方・方法

３）その他

27 1 9 5 3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

回答数

質問１−⑥．本学の「第6学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）総合講義

２）メンタル面のサポート（教員との良好なコミュニケーション）

３）グループ学修

４）プログレス期間

５）その他



卒業後アンケート（125〜127期）結果
３．その他、ご意⾒・ご要望があれば

記⼊してください。

・⼥性における職場環境の整備（２件）

・臨床実習期間中における基礎系講座への⾒学
（基礎研究）（１件）
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２．⽣涯学修について、本学の卒後の教育体制（⼤学院、専修科⽣等）、
教育内容、修学環境への要望

１）卒業後の進路についての情報・説明会

２）臨床などのセミナー（オンライン利用）

３）修学環境

４）大学での給与等の処遇

５）育休等からの復帰支援研修

６）他施設の同級生とのつながり

７）卒業後における大学からの情報提供

８）海外における学びの場



【考察】
・今回、卒業後1〜3年⽬を対象に調査を⾏ったところ、
卒業後２年⽬以降の回答として、
①⾃分の進路が決まっていることから、進路に関連する
教育内容やサービスで具体的に良かった点を挙げる
卒業⽣が卒業後１年⽬と⽐べて多かった。

②第５学年次の臨床実習が、将来のキャリアパスについて
考えるきっかけとなっていた旨の回答が複数（5件）あった。
→低学年次でのキャリアパスをテーマとした教育内容が
必要と考えられる。

卒業後アンケート（125〜127期）結果



卒業後アンケート（127〜128期）
【実施時期】

2023年9⽉に、
第128期（2023年3⽉卒業）、
第127期（2022年3⽉卒業）の卒業⽣に対して、調査を実施。



卒業後アンケート 結果



卒業後アンケート（127〜128期）結果

3 1 2 5 1 1

0 2 4 6 8 10 12 14

回答数

質問１－①．本学の「第1学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）教養科目（文系） ２）教養科目（理系）

３）教養科目（実習系） ４）歯科医学に関する科目

５）コミュニケーション教育 ６）勉強の仕方・方法

７）その他（セミナー、補習）

14 2 1
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回答数

質問１－②．本学の「第2学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習） ２）教養科目 ３）勉強の仕方・方法



卒業後アンケート（ 127〜128期）結果
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回答数

質問１－③．本学の「第3学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義・実習） ２）臨床系科目（講義・実習）

３）講義・実習すべて ４）コミュニケーション教育

５）勉強の仕方・方法 ６）その他
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回答数

質問１－④．本学の「第4学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）基礎系科目（講義）
２）臨床系科目（講義・実習）
３）隣接医学
４）講義・実習すべて
５）コミュニケーション教育
６）勉強の仕方・方法



卒業後アンケート（ 127〜128期）結果
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回答数

質問１－⑤．本学の「第5学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）臨床実習

２）勉強の仕方・方法

３）その他
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回答数

質問１－⑥．本学の「第6学年」における教育内容やサービスで
良かった点

１）総合講義
２）メンタル面のサポート（教員との良好なコミュニケーション）
３）グループ学修
４）プログレス期間
５）その他



卒業後アンケート（ 127〜128期）結果

（128期：卒後1年⽬）

・1年⽣のうちから、より臨床的なことを
知りたかった。処置はできなくとも患者と
関わった緊張感を知っていたいと思った。

・臨床研修医の給与⾯の改善

・今後も⾒守ってほしい

２．⽣涯学修について、本学の卒後の教育体制（⼤学院、専修科⽣等）、教育内容、修学環境
への要望

（127期：卒後２年⽬）

・専修科⽣等のシステムとレジデント等の
システムが各講座や施設によって違って
わかりにくいので改善してほしい。

・⼤学に残るという選択をしなかったため、
⽇々勉強の機会を⾃分で情報収集して
いかなければなりません。働きながらでも、
気軽に勉強できる機会を、与えられる情報が発信
されれば嬉しいとおもいます

・気軽に⾏きたくなるような軽い講義とそのあと、
軽く同窓会しようぜみたいなのが出席しやすいです。
あと、⽇程が⽊曜⽇の夜とか、⼟⽇の⼣⽅などです
といきやすいです。昼は厳しいです。

・卒後研修の充実



【考察】
・今回、卒業後1〜２年⽬を対象に調査を⾏ったところ、
卒業後２年⽬は具体的な進路が⾒えてきていることから、
卒後の教育体制について具体的な要望があった。

・卒後の年数に関わらず、グループ学修について評価が⾼かった。

・⾼学年になって、基礎の重要性に気が付いている卒業⽣が多い。

卒業後アンケート（ 127〜128期）結果



卒業後アンケート
【実施時期】

2024年9⽉に、
第129期（2024年3⽉卒業）、
第128期（2023年3⽉卒業）、
第 94期（1989年3⽉卒業）、の卒業⽣に対して、
調査を実施。

NEW



医療⼈としての⾼い倫理観
や⼈間性・協調性を⾝につ
け、多様性の中で常に向上
しようと努⼒する⼈。

医学・⻭科医学を統合的
に理解して全⼈的な⻭科
医療を提供するために必
要な基本的知識と技能を
修得している⼈。

積極的な⾃主学修態度と
論理的思考および問題発
⾒・解決のための基本的
な能⼒を⾝につけている
⼈。

1989年卒 2023年卒 2024年卒

本学の教育内容について
１．卒業時に達成できたと思う項⽬を選んでください。（複数選択可）



２．現在のキャリアにおいて、本学の教育内容等について回答してください。



1989年卒 2023年卒 2024年卒

①-１． 1，2年⽣の教養系講義・実習は、



②-１．2〜4年⽣の基礎系講義・実習は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



③-１．2〜4年⽣の臨床系講義・実習は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



④-１．5，6年⽣の臨床実習は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



⑤-１．6年総合講義は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



３．在学時を振り返り以下について回答してください。



①-１．学年主任、副主任制度は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



②-１．⼤学施設・設備は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



②-２．⼤学施設・設備について、改善のためアドバイスがありましたらご回答く
ださい。
＜2024年卒＞
• 学⾷もしくは昼⾷が買える施設を設置して欲しいです。
• コピー機をスキャン代無償化をしていただきたいです。
• ハウスダストアレルギーにとって全フロアカーペット環境が⾟かったです。
• さいかちの4階講義室の空気の循環が悪すぎて集中できなかった。また、感染者の温床だった。

＜2023年卒＞
• エレベーターが少なすぎる上に、遅いのはもう修正できないと思いますが、そこが不満です。
• エアコンの⼀括管理をやめてほしい
• 学⽣⾷堂がある⽅が学⽣間のコミュニケーションが取りやすいのではないかと考えます

＜1989年卒＞
• 軽⾷⾃動販売機の設置
• ⾷堂が⾼い
• ⻭科界の変化に合わせて施設をアップデートするだけでかなり⼤変ですよね。仮想技術に注⼒するしか無いでしょう
か



③-１．学⽣⽣活・クラブ活動は、

1989年卒 2023年卒 2024年卒



③-２．学⽣⽣活・クラブ活動について、改善のためアドバイスがありましたらご
回答ください。

＜2024年卒＞
• キャンパスがないから⾊んな施設に⾏くのがめんどくさい
• ⽂化系にもデンタルなどの⽬標となる⼤会種⽬を作り活動を継続できる環境を作っていただきたいです。

＜2023年卒＞
• バスケ部ですが、飲みの場も“⼤学⽣の”楽しみであり上下関係を良くするのに必要な場だと思います。
• グラウンドが⽔道橋から遠いのが難点です

＜1989年卒＞
• 私たちが学⽣の時より⼥性の割合がかなり増えたようでその現状に合わせた学⽣⽣活・クラブ活動の再編が必要だと
思っています。もしかしたらもう変わっているのかもしれませんが。

• ⽂科系クラブ活動のための場所の確保
• 学⽣会やクラブを維持するだけでも⼤変になったんだろうなと思うくらいです。



４．⽣涯学修についてお尋ねします。
本学における学び直しのための教育体制に知りたいことや要望があればご記⼊く
ださい。
＜2024年卒＞
• ベーシックハンズオンのような実習重視セミナーを今後も頻繁に開催していただきたいです。
＜2023年卒＞
• 保険点数について早くから知るべき、5.6年だと勉強⼀⾊になるので少し余裕のある3.4年あたりでちゃんと何が何点
なのかをなんとなく知っておく。卒後に⼤切さに気付く。

• そのような教育制度があったこと⾃体知りませんでした
＜1989年卒＞
• ⿇酔などをもう⼀度勉強したいともいます。（緊急処置も含めて）
• 同窓会主催の講演内容に関したアンケート（実施して欲しい講演）の実施
• 千葉病院での研修時間（退出時間の厳守等）に制限があり、昔と違い⼗分な研修時間を設けることができない状況を
懸念しています。研修医の質の低下が⼼配であり、数年後には、他⼤学の同レベル、もしくは低下してしまうのでは
ないか？と強く懸念しています。

• 卒後研修を単発ではなく、コースも取り⼊れてほしい
• 卒業⽣はいつでも病院⾒学可能とか、それも無料で(同窓会費に含むとか)。⼀般的な卒後の研修はマーケティング要
素が強過ぎて、⾦額が⾼すぎると思います。もっと広く沢⼭の⻭科医に教科書レベルから学び直す場を作った⽅が、
⻭科医療の底上げになると考えます。


